
マ
で
、
中
部
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課

長
市
原
幸
造
氏
、
名
古
屋
工
業
大
学

学
生
部
学
務
課
主
幹
森
や
よ
い
氏
か
ら
、

地
元
で
身
近
な
話
題
提
供
が
あ
り
、
就

職
支
援
の
あ
り
方
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
等
に
つ
い
て
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。分
科
会
に
お
い
て
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
①
「
学
生
対
応
に
活
か

す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
」
、
②
「
各

部
署
と
の
連
携
」
、
③
「
対
応
に
困
っ
た

学
生
の
事
例
」
、
④
「
危
機
介
入
・
危
機
管
理
」
の
テ
ー
マ
で
、
活
発
な

意
見
交
換
・
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

�「
平
成
一
九
年
度
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
就

職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
開
催
報
告

本
機
構
東
海
支
部
で
は
、
「
留
学
生
支
援
事
業
」
と
し
て
、
標
記
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
平
成
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
（
土
）
に
名
古
屋
大
学
Ｉ
Ｂ

電
子
情
報
館
（
名
古
屋
市
千
種
区
）
に
て
開
催
し
、
一
三
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
愛

知
県
と
連
携
協
力
し
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
及
び
三
重
県
内
の
大
学
等

で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
で
卒
業
・
修
了
後
も
日
本
に
留
ま
り
、
企
業
等

に
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
の
就
職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て
、
企
業
側
・

行
政
側
と
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
留
学
生
の
就
職
の
充
実
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
支
部
中
村
支
部
長
及
び

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
委
員
長
杉
山
寛
行
氏
（
名
古
屋
大
学
理
事
）

か
ら
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
講
演
、
体
験
報
告
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
、
最
初
に
名
古
屋
外
国
人
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
、
外
国

人
労
働
者
専
門
官
と
し
て
直
接
外
国
人
の
就
職
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て

い
た
桂
川
浩
己
氏
か
ら
、
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
企
業
側
の
立
場
か
ら
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
（
株
）
キ
ャ
リ
ア

開
発
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
加
賀
山
茂
氏
か
ら
、「
留

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、
元
留
学
生
の
豊
和
繊
維
工
業
（
株
）

人
事
部
の
張
敬
清
氏
か
ら
、「
あ
な
た
は
な
ぜ
日
本
で
働
き
ま
す
か
？
」

と
題
し
、（
株
）
ニ
デ
ッ
ク
人
事
部
部
長
の
仲
井
通
泰
氏
か
ら
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
企
業
風
土
」
と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
採
用
さ
れ
る
側
の
留
学
生
の
立
場
と
し
て
、
二
人
の
留
学
生

の
先
輩
か
ら
苦
労
話
や
後
輩
に
役
立
つ
話
な
ど
織
り
交
ぜ
て
、
就
職
活

動
の
体
験
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
桂
川
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
「
留
学
生
に
対
す
る
日
本
企
業
の
期
待
と
問
題
点
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
講
演
・
体
験
報
告
講
師
等
全
員
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議

と
と
も
に
、
会
場
の
留
学
生
の
熱
心
な
質
問
と
講
師
に
よ
る
丁
寧
な
応

答
、
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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機 構 だ よ り

�「
平
成
一
九
年
度
学
生
支
援
に
関
わ
る
相
談
担

当
者
の
研
修
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

目
的

：

東
海
地
方
の
大
学
等
に
お
け
る
学
生
支
援
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
学
生
相
談
実
務
担
当
者
間
の
情
報
交
換
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
。

開
催
日
時

：

平
成
二
〇
年
一
月
三
一
日

（
木
）

午
後
一

時
～

午
後

五
時

開
催
場
所

：

日
本
福
祉
大
学
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス

北
館
八
階

（
名
古
屋
市
中
区
千
代
田
五
―

二
二
―
三
五
）

［
地
下
鉄
「
鶴
舞
」
駅

二

番
出

口
北

へ
徒

歩
約

二

分
］
ま
た
は

［
Ｊ

Ｒ
中

央

線
「

鶴
舞
」

駅
名
大

病

院
口

西
へ
徒

歩
約

二
分

］

対
象
者

：（
一
）学
生
相
談
実
務
担
当

者
等
（
専
任
・
兼
任
・
非

常
勤
）

（
二
）
学
生

相
談

室
の
立
ち

上
げ
、
充
実
に
関

心
の
あ

る
方
等

五
〇
名
程
度

募
集
方
法

：

一
月
一
六
日
（
水
）
ま
で

に
参
加
申
込
書
（
東
海
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
を
F
a
x

に
て
送
付
願
い
ま
す
。

申
込
用
紙

：

h
ttp
://w

w
w
.jasso.g

o.jp
/
s_tok

ai/19/
sou
d
an
_k
en
sy
u
.

h
tm

l よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

主
催

：

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
東
海
支
部
、
あ
い

ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

�「
平
成
一
九
年
度
学
生
支
援
に
関
わ
る
教
職
員

の
研
修
会
」
の
開
催
報
告

本
機
構
東
海
支
部
で
は
、
「
学
生
の

悩
み

相
談
事
業
」
と
し
て
、
標

記
研
修
会
を
平
成
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日
（

火
）
に
ウ
ィ
ル
あ
い
ち

（
名
古
屋
市
東
区
）
に
て
開
催
し
、
八
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
協
力

し
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
及
び
三
重
県
内
の
大
学
等
教
職
員
が
、
多
様

な
学
生
へ
の
具
体
的
対
応
方
法
に
つ
い
て
討
議
研
修
し
、
学
生
へ
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
支
部
中
村
支
部
長
及
び

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
委
員
長
杉
山
寛
行
氏
（
名
古
屋
大
学
理
事
）

か
ら
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
講
演
・
情
報
交
換
会
及
び
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
講
演

で
は
、
国
際
基
督
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長

苫
米
地
憲

昭
氏
か
ら
、
「

『
大
学
に
お

け
る
学
生

相
談
体

制
の
充
実
方

策
に
つ
い

て
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
、
「

具
体
的
な
学
生
支
援
へ
の
取

組
」
と
い
う
テ
ー
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平成18年度 学生支援に関わる相談担当者の研修会



�平
成

一
九

年
度

第
二

回
「

全
国

就
職

指
導

ガ
イ

ダ
ン
ス
」
の
開
催
報
告

文
部
科
学
省
と
就
職
問
題
懇
談
会
、
本
機
構
は
一
一
月
二
六
日
、
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
、
平
成
一
九
年
度
第
二

回
「
全
国
就
職
指
導
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
後
援

：（
社
）
日
本
経
済
団
体
連

合
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
卒
業
予

定
者
の
就
職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
側
、
企
業
側
の
双
方
が
一

堂
に
会
し
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
就
職
機
会
の
均
等

の
確
保
と
就
職
指
導
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
七
年
度

よ
り
年
二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、
学
校
側
か
ら
は
三
二

五
校
、
企
業
側
か
ら
は
三
一
五
団
体
、
計
八
一
七
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

北
原
保
雄
日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
松
浪
健

四
郎
文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
「
学
生

の
就
職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
就
職
問
題
懇
談
会
の
武
藤

元
昭
青
山
学
院
大
学
長
と
、
紀
陸
孝
日
本
経
団
連
専
務
理
事
よ
り
講
演

が
あ
り
、
そ
の
後
、
久
保
田
祥
二
関
西
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

長
か
ら
「
社
会
と
結
ぶ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
題
し
て
、

ま
た
川
口
佳
子
（
株
）
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
人
財
部
採
用
・

グ
ル
ー
プ
人
事
課
長
か
ら
「
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
人
事
ポ

リ
シ
ー
と
、
人
事
戦
略
、
業
務
に
お
け
る
そ
の
実
践
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
事
例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会
は
、
各
企
業
毎
に
担
当
者
が
着
座

し
た
ブ
ー
ス
を
業
種
別
に
設
定
し
、
学
校
側
の
担
当
者
が
任
意
に
訪
問

す
る
形
式
で
開
催
さ
れ
、
学
校
側
と
企
業
側
の
担
当
者
が
熱
心
に
話
す

姿
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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